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北
海
道
苫
小
牧
市
は
、
ア
イ
ヌ
語
で
「
山
奥
に
入
っ
て
い
く
川
」
を
表
す
「
マ
コ
マ

イ
」
に
「
沼
」
の
意
味
を
持
つ
「
ト
」
を
付
け
た
も
の
が
由
来
と
さ
れ
る
。
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
た
街
は
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
が
道
内
屈
指
だ
。
新
千
歳
空
港
か
ら
程
近
く
、
高
速

道
路
網
は
札
幌
圏
と
道
南
・
道
東
地
区
を
結
ぶ
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。
苫
小
牧
港
の
機
能

性
を
生
か
し
て
製
造
業
も
発
展
し
て
き
た
。
苫
小
牧
市
で
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
業
を
行
う
岡

谷
エ
コ
・
ア
ソ
ー
ト
（
本
社
＝
苫
小
牧
市
勇
払
、
伊
藤
和
也
社
長
）
を
訪
問
し
た
。

機
友住

建

リ
サ
イ
ク
ル
紀
行

V
ol.43  

岡
谷
エ
コ
・
ア
ソ
ー
ト
（北
海
道
）

付
加
価
値
向
上
や
新
規
事
業

�

積
極
投
資
で
事
業
基
盤
を
強
化

拠点所在地
　

岡
山
エ
コ
・
ア
ソ
ー
ト
は
、
商

社
・
岡
谷
鋼
機
に
よ
っ
て
「
北
海

道
オ
ー
ト
ス
ク
ラ
ッ
プ
セ
ン

タ
ー
」
と
し
て
１
９
７
２
年
に
創

業
。
２
０
２
２
年
に
創
業
50
周
年

を
迎
え
た
、
年
商
40
～
50
億
円
規

模
の
有
力
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
だ
。
油

圧
シ
ャ
ー
や
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
な
ど

の
大
型
設
備
を
揃
え
る
本
社
工
場

で
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
中
心
に
月

間
５
０
０
０
～
６
０
０
０
㌧
を
加

工
処
理
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
に
再
生

資
源
を
販
売
し
て
い
る
。
２
０
０

０
年
に
は
ス
ト
ッ
ク
拠
点
の
札
幌

事
業
所
（
札
幌
市
白
石
区
、
約
８

３
０
０
㎡
）
を
開
設
し
て
札
幌
圏

の
集
荷
機
能
を
強
化
し
た
。
２
０

０
５
年
に
海
上
出
荷
拠
点
の
苫
小

牧
港
ヤ
ー
ド
を
開
設
す
る
な
ど
国

内
外
へ
の
供
給
機
能
も
有
し
て
い

る
が
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
地
産
地

消
を
原
則
と
す
る
同
社
の
出
荷
先

は
本
社
工
場
に
隣
接
す
る
電
炉

メ
ー
カ
ー
・
清
水
鋼
鉄
苫
小
牧
製

鋼
所
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
０
４
年
か
ら
は
使
用
済
み

自
動
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
本

格
進
出
。
解
体
か
ら
破
砕
を
行
う

一
貫
処
理
工
程
で
月
間
１
５
０
～

１
７
０
台
ほ
ど
を
扱
っ
て
い
る
。

　

人
口
流
出
や
少
子
高
齢
化
な
ど

に
よ
っ
て
、
北
海
道
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
や
使
用
済
み
自
動
車
の
発
生
は

減
少
傾
向
に
あ
る
。
年
間
１
０
０

～
１
１
０
万
㌧
強
と
さ
れ
て
い
た

道
内
の
市
中
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
発
生

量
は
、
２
０
２
３
年
時
点
で
90
万

㌧
台
に
減
少
し
た
（
日
刊
市
况
通

信
社
調
べ
）。
こ
う
し
た
構
造
的

な
事
業
環
境
の
変
化
を
受
け
て
、

同
社
も
「
量
か
ら
質
」
へ
の
転
換

を
進
め
て
い
る
。
２
０
０
４
年
に

「
岡
谷
ス
ク
ラ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」

か
ら
改
称
し
た
現
在
の
社
名
は

「
環
境
」
を
示
す
「
エ
コ
」
と
、

「
分
別
す
る
」
を
意
味
す
る
「
ア

ソ
ー
ト
」
が
由
来
だ
。
金
属
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
で
は
現
在
、
選
別
の

徹
底
や
有
価
物
の
回
収
率

向
上
に
よ
っ
て
付
加
価
値

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

加
工
処
理
機
械
や
荷
役
機

の
更
新
と
い
っ
た
設
備
投

資
も
継
続
的
に
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
「
エ
コ
・
ア

ソ
ー
ト
」
の
本
質
を
追
求

し
な
が
ら
事
業
基
盤
を
強

化
し
て
い
く
構
え
だ
。

　

ま
た
、
近
年
は
新
規
事

業
に
も
進
出
し
て
い
る
。
２
０
２

０
年
に
は
貴
金
属
の
リ
サ
イ
ク
ル

拠
点
・
千
歳
事
業
所
を
開
設
し
た
。

月
間
１
０
０
㌧
ほ
ど
を
手
掛
け
る

貴
金
属
事
業
は
会
社
の
収
益
に
貢

献
す
る
部
門
と
な
っ
て
い
る
。

　

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
も

「
台
数
」
か
ら
「
収
益
」
を
重
視

し
た
運
用
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
と
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を

通
じ
た
自
動
車
パ
ー
ツ
販
売
は
年

間
売
上
３
億
円
ほ
ど
の
規
模
に
達

し
て
お
り
、
会
社
の
成
長
の
柱
と

し
て
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

は
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
浸
透
を
ポ

イ
ン
ト
に
掲
げ
て
い
る
。「
現
場

ス
タ
ッ
フ
は
最
前
線
に
立
っ
て
い

る
。
彼
ら
は
我
々
が
気
づ
か
な
い

こ
と
を
多
く
知
っ
て
お
り
、
学
び

を
得
る
こ
と
が
多
い
」（
荒
井
工

場
長
）
と
し
て
、
会
社
成
長
の
鍵

は
社
員
が
握
っ
て
い
る
こ
と
を
強

調
す
る
。
実
際
に
有
価
物
の
回
収

作
業
な
ど
は
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
声

を
反
映
し
た
も
の
が
多
い
。
現
場

ス
タ
ッ
フ
の
意
見
は
収
益
に
直
結

す
る
と
い
い
、
こ
う
し
た
声
を
受

け
入
れ
る
土
壌
が
会
社
に
は
あ
る
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
紀
行
の
記
念
撮
影

の
際
も
、
伊
藤
社
長
と
荒
井
工
場

長
は
荷
役
機
を
操
縦
す
る
２
人
も

加
わ
っ
て
よ
い
か
と
要
望
し
、
４

人
が
肩
を
組
ん
で
写
真
に
収
ま
っ

た
。
岡
谷
エ
コ
・
ア
ソ
ー
ト
の
会

社
柄
を
表
す
出
来
事
だ
っ
た
。

の
ヤ
ー
ド
を
直
に
見
て
き
た
経
験

を
生
か
し
て
、
現
在
は
デ
ッ
ド
ス

ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
な
ど
、
安
全

性
や
機
能
性
を
高
め
る
新
た
な
取

り
組
み
に
着
手
し
て
い
る
。

　

２
０
２
３
年
に
操
業
開
始

か
ら
50
年
を
迎
え
た
会
社
は
、

次
の
50
年
を
見
据
え
た
改
革

を
続
け
て
い
る
。
伊
藤
社
長

も
「
こ
こ
は
ブ
レ
ず
に
や
っ

て
い
く
」
と
力
を
込
め
、
組

織
の
活
性
化
や
地
域
へ
の
貢

献
を
テ
ー
マ
と
し
て
人
材
育

成
や
災
害
対
応
な
ど
に
注
力

す
る
方
針
だ
。

　

組
織
の
活
性
化
に
お
い
て

本
社
工
場
の
荒
井
学
工
場
長

　

伊
藤
社
長
は
２
０
２
３
年
７
月

に
岡
谷
鋼
機
か
ら
岡
谷
エ
コ
・
ア

ソ
ー
ト
副
社
長
に
就
任
。
今
年
１

月
に
社
長
に
就
任
し
た
。
他
地
区

岡谷エコ・アソート株式会社
【本社】北海道苫小牧市勇払265番の27
TEL：0144-56-1800　FAX：0144-56-1264

https://www.okaya-oea.co.jp/

～住友建機がある風景～～住友建機がある風景～

S
（本社工場）
H330LC-7：�岡谷エコ・アソートは2025年4月現在、

本社工場にSH330LC-7（2機）とSH250-7
を、集荷拠点の札幌事業所にはホイール
タイプのSW350-7を導入している。

トラブルを未然に防ぐ運用
　現場スタッフや工場長に信頼を置く伊藤社
長は、機械類の選定においても、現場からの
要望を第一の判断材料とする。
　住友建機の印象について機械を操作する山
田ブルーノ氏と鈴木健吾氏は、「動きが良く、
やりたい操作を円滑に実現してくれる」、「ト
ラブルが少なく信頼できるマシン」と、気さ
くに応じてくれた。
　岡谷エコ・ アソートでは2018年に

SH250-7を本
社工場に初めて
導入。荒井工場
長は「導入後の
機械稼働の順調
さとサービスが
決め手になり、
住友建機の採用
を続けている」
という。特に強

調するのが『プロメンテ』を含むアフターメ
ンテナンスに対する評価だ。住友建機のプロ
のサービススタッフが技術的なアドバイスを
適切に行うことで、大きなトラブルを未然に
防止する運用を実現している。
　伊藤社長は「スタッフが評価している部分
をこれからも変わらずにやってほしい。機械
性能やプロのサービススタッフによる提案は
工場の運用コストに与える影響も大きい」と
いい、住友建機の提案とパフォーマンスに期
待を寄せている。

担当：山口 航平
　何年先も「やっぱり住友
建機を選んでよかった」と
思っていただけるよう、最
適な提案と最高のパフォー
マンスをお約束いたしま
す！

札幌支店
〒001-0931 札幌市北区新川西1条1丁目2-30
Tel : 050-9001-8627  Fax : 011-768-2096

SW350-7（札幌事業所）

「
次
の
50
年
」
へ
組
織
改
革

�

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
活
性
化
図
る

本社事務所（苫小牧市勇払）

左から：現場オペの山田氏、荒井工場長、
伊藤社長、現場オペの鈴木氏


